
自衛消防訓練通知書の電子申請方法（スマートフォン編）

①「電子申請」をク
リックしてください

②電子申請の申請者Ｉ
Ｄとパスワードを入力
し、ログインボタンを
押してください。
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●電子申請画面へのログイン



③申請する事業所の所
在地を管轄する消防署
を入力してください。
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６
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●自衛消防訓練通知書の作成 その１

④統括防火管理者、又
は防火管理者の職と氏
名を入力してください。
※申請書の入力者の職・氏名ではあ
りません。
消防署に申請された防火管理者と異
なる氏名が入力されていた場合、消
防署から確認の電話を行います。防
火管理者を変更していた場合、防火
管理者選解任届出及び消防計画の届
出が必要となります。

⑤問合せ先の電話番号
を入力してください。

⑥申請者ＩＤ取得時に
登録したメールアドレ
スが自動入力されます。
必要に応じて修正して
ください。

⑦ ⑥とは別のメールア
ドレスで受信したい場
合に入力してください。



⑬訓練の根拠となる消防
計画にチェックを入れて
ください。
※基本的には「防火管理」のみの
チェックとなります。
多数の者が利用する大規模・高層の
建物や、複数の事業所が入っている
建物などは、防災管理、全体の防火
管理等の消防計画が該当する場合が
あります。不明な場合は、管轄の消
防署にご確認ください。

９

⑨建物の所在地の区市町
村名を選択してください。
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⑩建物の所在地の町名を
全角で入力してください。

⑭事業所の名称を入力し
てください。
※同一建物内で複数の事業所で合同
訓練を行う場合は、代表事業所の名
称を入力してください。

⑧建物の名称を入力して
ください。

８
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⑪建物の所在地の町目番
地号を全角で入力してく
ださい。
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⑫該当する建物の用途を
選択してください。
※不明な場合は、管轄の消防署にご
確認ください。
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⑮該当する事業所の用途
を選択してください。
※不明な場合は、管轄の消防署にご
確認ください。
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⑱訓練に参加する予定人数を
半角数字で入力してください。

⑯訓練実施時間を２４時間制
で入力してください。
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⑰該当する訓練の種類に
チェックを入れてください。
１総合訓練(実)：通報・消火・避難の３つ
の要素を取り入れ実際に放水する訓練
２総合訓練(空)：通報・消火・避難の３つ
の要素を取り入れ放水せず空のホースで
行う訓練
３検証(実)：自衛消防隊の放水開始時間等
を検証し実際に放水する訓練
４検証(空)：自衛消防隊の放水開始時間等
を検証し放水は行わない訓練
５通報訓練：通報を個別に行う訓練
６消火訓練(実)：実際に放水する消火訓練
７消火訓練(空)：放水せず空のホースで行
う消火訓練
８避難訓練(火災)：火災想定の避難訓練
９避難訓練(地震等の火災以外)：火災以外
の想定の避難訓練
※不審者対応訓練など、消防業務と異なる
訓練は自衛消防訓練に該当しません。
※「ネットで自衛消防訓練」を活用した訓
練の場合、見た動画の内容を選択してく
ださい。
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※５から９は、
個別に訓練を行
う場合のみ選択
してください。
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⑲訓練概要の具体的な内容を
入力してください。
※消防職員の訓練指導を希望される場合は、
申請前に消防署へご連絡いただき、訓練日の
調整を必ず行ってください。
また、その旨をご記載ください。
（例）「〇月〇日１０時００分頃、２階レス
トランから出火し、３階に逃げ遅れが数名い
る。」という想定に基づき、１１９番通報、
館内非常放送、初期消火及び避難誘導の訓練
をビル全体で実施する。その後、参加者に対
し水消火器を活用した個別訓練を実施するた
め、消防署の訓練指導を希望する。
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⑳内容を確認し、クリックし
てください。
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すので、再度確認し問題がな
ければクリックしてください。


